
   Excel 入門（その２） 
問：前回学んだ技術を用いて次の表を作成せよ。 

表１２ 

 

 

グラフの作成 

グラフウィザードを用いて表１２を元に棒グラフを作成する。 

手順 1：グラフ化したいデータを範囲指定する。表１２では C3 から I8 まで範囲

指定する。                           表１３ 
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手順２：ツールバーのグラフウィザードボタンをクリックすると表１４のよう

なダイアログボックスが現れるので、グラフの種類を選択肢し、さらに形式を

選択する。ここでは縦棒の３－D 効果の付いた積み上げ縦棒グラフを選択する。

その後、次へ（N）をクリックする。                表１４ 

 

 

手順３：データ範囲（D）には手順１で指定したデータのセル範囲が表示される。 

また系列では行（各ショールーム）がチェックされている（下表）。  表１５ 
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このダイアログボックスで、系列を列（月別）にチェックすれば次表のように 

変わる。                            表１６ 

 

表１５でデータ範囲における赤い矢印をクリックするとボックスが現れるので、

そこで範囲を変えることもできる。例えば＄C$を$D$に変え、再び赤矢印をクリ

ックすると次のようになる。                   表１７ 
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この場合、系列名（東京ショールーム等）は C 列を範囲から除外したため、な

くなっているが、次の方法で系列名をつけることができる。表１７で系列タブ

をクリックしダイアログボックスが現れたら系列の横にある名前（N）に系列名

を最後まで（系列５まで）記入していけばよい（表１８）。      表１８ 

 

手順４：その後、次へ（N）をクリックすると下表のダイアログボックスが現れ

るのでグラフタイトルと X/項目軸に記入する。 

                                表１９ 

 

 4



手順５：次へをクリックするとグラフの作成場所を指定するダイアログボック

ス（表２０）が現れるので、オブジェクトが ON になっていることを確認して完

了ボタンを押す。 

                                表２０ 

 

 

表２０で「新しいシート」を選択して完了を押すと新しいシートに画面いっぱ

いにグラフが表示される。 
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グラフのタイトルと軸ラベルに付けるタイトルを入力し完了をクリックすると

次のようにグラフがワークシート上に現れる。 

 

 
 

手順６：囲み内のどこかをクリックしてグラフを適当な位置に（ドラッグ）移

動し（囲みの幅を調整し）て終了。 
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Excel の階層化意思決定法（AHP）への応用 

AHP とは何？：意思決定をする者が、いくつもの代替案（選択肢）の中から一
つの代替案を選択しなければならないときに、相反する評価の基準があると戸

惑うことが多い（例えば、原料の調達を優先すると資金が多く必要となるなど）。 

このように複数の案の内から複数の評価基準をもとに一つの案を選択する問題

を階層図（図１）の形で捉え、分析していく手法を階層化意思決定法（Analytic 

Hierarchy Process:略して AHP）と呼ぶ。 

 

図１ 
製品出荷量の増加 

 

 

 

 資金調達 原料調達 作業員確保 販売力
 

 

 

 

 原料の 残業 生産の 新製品 

追加購買  休日稼動 社外委託 導入 

 

AHP ではまず全体的な目標（ある会社のブランド製品の出荷量を増加させたい）

を規定し、その目標達成のための副次的な複数の基準を設定する： 

(1)資金調達、（２）原料のやりくり、（３）作業員の確保、（４）会社の販売力。 

以上の評価基準の下に、製品出荷量の増加のための方策（具体案）を検討する： 

（１）原料を追加購入する、（２）稼動時間を残業や休日稼動で延長する、 

（３）社外に生産委託する、（４）新製品を開発・生産する。 

注意：もし各方策を資金調達の面のみから評価するのであれば、階層は必要ない。 

 

評価基準、代替案に重み（ウエイト）を付ける：AHP では、最上位の層（全体的

な目標）から見て、最終的に各代替案（選択肢）に重み（ウエイト）を付ける方法であり、

以下に述べる３つの手順に従って求める： 
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手順１： まず、最上位から見た評価基準（２番目の層）の重要さを示すウエイトを付け

る。例えば図１の階層図で４つの評価基準（第２層）に次のようなウエイトを与えたとす

る： 

資金調達 原料追加難 作業員確保 販売力 

0.479 0.079 0.172 0.269 

 

ここでウエイトは全部加えると１になるように決めるので、例えば作業員確保は、製品出

荷量を増加させる問題において１７．２パーセントの重要さを持つと考える。（後述する

ように AHP では上のウエイトの決め方を定める）。 

 

手順２： 次に各評価基準から見た、４つの代替案の重要さを求める。例えば資金調

達の面から見て、各方策（代替案）の重要さ（ウエイト）を与える： 

 

原料追加 残業・休日 社外委託 新製品導入 

0.343 0.397 0.179 0.099 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品出荷量の増加 

資金調達 原料調達 作業員確保 販売力 

原料の 残業 生産の 新製品 

追加購買 休日稼動 社外委託 導入 

0.343 0.379

 

 8
0.179
 0.099



同様に各評価基準から見た代替案の重みに次のようなウエイトを付けたとする： 

 資金調達 原料追加難 作業員確保 販売力 

原料追加 0.343 0.122 0.114 0.203 

残業・休日 0.379 0.078 0.197 0.144 

社外委託 0.179 0.609 0.595 0.464 

新製品導入 0.099 0.191 0.094 0.189 

 

手順 3： 手順１で求めた評価基準のウエイトと手順２で求めた各評価基準から見た代

替案のウエイトから、全体的な目標から見た代替案（選択肢）のウエイト（総合ウエイト）

を求める。例えば「原料の追加」という方策（代替案）の総合ウエイトは、 

0.343×0.479+0.122×0.079+0.114×0.172+0.203×0.269 = 0.248 

  (代替案の各評価基準から見たウエイト：行) ×（各評価基準のウエイト）の和 

で求める。 

同様に他の代替案の総合ウエイトも計算できる。今計算した各代替案の総合ウエイト

は次のように行列の積を用いて一度に計算することができる： 

 総合ウェイト  =  

 

            代替案のウェイト   評価基準のウェイト 

 



















×



















=

269.0
172.0
079.0
479.0

189.0094.0191.0099.0
464.0595.0609.0179.0
144.0197.0078.0379.0
203.0114.0122.0343.0



















13.0
361.0
261.0
248.0
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評価基準のウエ

イト 
0.479 0.079 0.172 0.269   

  資金調達 
原料追加

難 

作業員確

保 
販売力 

総合ウエイ

ト 

原料追加 0.343 0.122 0.114 0.203 0.248 

残業・休日 0.379 0.078 0.197 0.144 0.261 

社外委託 0.179 0.609 0.595 0.464 0.361 

新製品導入 0.099 0.191 0.094 0.189 0.13 

        計  1 
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ウエイトの求め方： 各評価基準や、評価基準から見た代替案のウエイトの求め方

は次のように行う。 

 例えば評価基準のウエイトを決めるには４つをすべて同時に比較するのではなく、４

つのうち２つずつを比較する（これを一対比較と呼ぶ）。４つのうち２つずつを選び、一

方と比べて他方がどのくらい重要なのかを比較判断する。比較する際、次表（表２１）

の左の言葉の尺度で表現し、それに対応する重要度の基準尺度の数値を用いて一

対比較表（表２２）を作成する。 

 

表２１（一対比較の基準尺度） 

ｊ に比べて i は      重要度の基準尺度 

同程度に重要 

やや重要 

かなり重要 

非常に重要 

圧倒的に重要 

１ 

３ 

５ 

７ 

９ 

尺度として上の中間値（偶数２，４，６，８）を用いてもよい。 

自分自身との比較は重要度を１とする。 

i に比べて j は、ｊ に比べた i の重要度の逆数とする。 

 

表２２（一対比較表） 

  資金調達 原料追加難 作業員確保 販売力 

資金調達 1 5 3 2

原料追加難 0.2 1 0.333 0.333

作業員確保 0.333 3 1 0.5

販売力 0.5 3 2 1

 

例えば「資金調達」は「作業員確保」に比べてやや重要と判断し、３という数値が代入

されている。逆に「作業員確保」は「資金調達」と比べたものは、先に得た数値の逆数

1/3=0.333・・・と定める。また同じもの同士を比べたものは（例えば資金調達と資金調

達）同程度重要と考えて数値１を代入する。また「資金調達」は「販売力」と比べて同程

度とやや重要の中間と判断して数値２としている。以下この一対比較表から Excel を

用いて各評価基準のウエイトを求める方法を解説する。 


